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本研究では、次世代健康食品素材として注目されている複数の微細藻類から、オートファジー活性能

を比較し、食品素材候補の同定及び老化との関連を検討することを目的とした。 

細胞内恒常性維持機構であるオートファジーの活性低下は、加齢性疾患の発症と密接に関連しており、

その活性化は抗老化戦略としても有望視されている。 

本学会では、複数の微細藻類についてオートファジー活性化測定を 2 種類の方法で測定した。また、

毒性検証および mTORC1 依存性について Western blot により p70S6K および 4EBP1 のリン酸化を指標と

して解析した。その結果、食品素材候補を同定し、微細藻類のオートファジー研究成果について発表し

た。 
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